




































  ２０２０年度事業計画書 
事　業　名 資格講習部会事業計画 

 
必要性及び目的 

 

これ以上、危険な塀を作らない作らせない為、有資格者が知識・管理のもと 
責任施工となる資格取得を周知する。 

各自資格を持つことで責任感やプライドが生まれ技能を持って施工に望む資格取得者を増やす。 
安心・安全なエクステリア工事をめざす。 

事　業　内　容 1.ブロック建築技能士事前講習 
2.ブロック建築技能士検定試験 
3.各種資格講習・検定 

達　成　目　標 ブロック建築技能士検定　学科実技講習年1回実施・実技試験１級・２級・３級　各年1回実施 
各種資格講習・検定　実施 
 
 

継続的達成目標 
（中長期計画） 

ブロック建築技能士実技試験事前講習（1月10日学科・11日実技）決定 
ブロック建築技能士検定試験　　　　（1月30日準備・31日試験）決定 
各種資格講習・検定 
 
 

実　施　計　画 1月10日（日）ブロック建築技能士事前講習・学科 
1月11日（月）ブロック建築技能士事前講習・実技 
1月30日（土）ブロック建築技能検定準備 
1月31日（日）ブロック建築技能士検定試験 
 
 
 

その他計画 全国ブロック建築技能士会連合会・担当部会としての活動 
東京での資格検定の確立 
首都圏での資格検定の確立 
国の防災期間(9月1日〜)の行政主催イベント等に参加 
 
 
 

委員構成 部　長  　　　　　　　熊野哲也　 
副部長・事務局　　宮澤昌光 
部　員  　　　　　　　齊藤康夫・田原佳典・坂口広行・大島好明 ・竹田正悟・伊藤英　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　 

2020年度計画及び継続計画等の目標に対し資格講習部会にて検討し理事会に提出・承認申請を行う 
　　　　　　　　2020年10月8日　首都圏エクステリア協会　資格講習部長　熊野哲也 



2020年度事業計画書 

事 業 名 一般社団法人 首都圏エクステリア協会 ブロック塀診断士部会事業計画 

 

必要性及び目的 

 

ブロック塀診断士資格普及の啓豪活動を務め、ブロック塀診断資格者のスキルを強化して、安全

なブロック塀のある街づくりを目指してブロック塀診断士活動のための地盤固めをして行く。 

ブロック塀診断士資格を国家資格とするため、積極的に診断活動を行い首都圏より情報を 

発信して全国の診断士の力を集結してブロック塀診断士全国会を結集する事を目標とする。 

事 業 内 容 ①ブロック塀診断相談受付窓口の設置（メール対応） 

②協会主導での、ブロック塀診断実務未経験者へのサポート、同行診断を実践する 

③診断資料の管理（クラウドサービスを利用し閲覧可能な資料化） 

④ブロック塀簡易診断のマニュアル化及び作成 

⑤（一社）首都圏エクステリア協会ブロック塀診断士部会規定の作成 

達 成 目 標 ①ブロック塀診断、報告書作成のマニュアル化 

②ブロック塀等耐震診断資格者講習の資格者全員受講 

③ブロック塀診断見積診断、診断依頼見積依頼受付時の迅速な対応のため 

SNS 等を利用した連絡網の確立 

（診断業務を見積～報告書提出までの業務が可能なマスターグループ 

 現場未経験また、キャリアの浅い診断士で構成するメンバーグループの 

 2 グループを立上げ診断依頼に柔軟に対応したい） 

 

継続的達成目標 

（中長期計画） 

①ブロック塀診断の指導者育成（例、マスターグループ会員など） 

②首都圏での協会主導でのブロック塀診断実施 

③市民参加型のブロック塀簡易診断相談会等の開催 

④施工現場見学会により施工技術の向上 

⑤既存ブロック塀の現況調査活動（ポスティング作業を兼ねて実施） 

⑥個々に案件に臨機応変に応えるため簡易診断の積極的な導入及び実施 

 （通常の診断費用は高額と捉えられている案件が複数存在した） 

 

実 施 計 画   ①ブロック塀診断受付け窓口設置、ホームページ及び SNS での広報活動の拡充 

 FB ブロック塀診断情報のアカウント開設 2020 年 8月達成 

 また、各会員の近隣でのポスティング等で広報活動を行う。 

 ※ポスティング資料は協会で一括製作をし、会員へ配布する。 

②協会主導にて受付けたブロック塀診断案件は賦課金を納める。 

 ※賦課金割合については現場規模により都度協議とする。 

②（公社）日本エクステリア建設業協会、会員依頼分等の紹介案件については、 

協会ブロック塀診断部会登録会員への一斉メール等で対応 

（直近 3か月では診断 2 件、工事等の相談 2件） 

 加えてメールでの連絡はレスポンスが悪いのでＬＩＮＥを活用する予定 



③ブロック塀診断マニュアル化のためのデータ収集として協会主導でのブロック塀診断実施  

及びサポート（実施規模に依るが目標 25,000 円/人以上目標） 

④幼稚園等、教育機関へブロック塀診断への啓蒙活動のためのポスティング。 

⑤被災地に於けるブロック塀の被害状況等、画像等を活用したセミナーの実施。 

⑥ブロック塀診断～改修工事まで施工された案件の報告会（香蘭女学校・小林会長担当） 

⑦国分寺市防災フェア 参加 2019 年 8月  国分寺祭り 2019年 11月参加 

 （チラシ配布、ブロック塀診断展示、ブロック組積作業展示等実施） 

その他計画 ①2021 年度開催の EXG2021 に参加をする 

②メーカー等への施工研修会へ積極的な参加し技能知識向上を図る 

③行政主催イベントへ積極的参加し、協会の広報活動をする 

④ブロック塀診断作業中であることを明らかにするためのユニフォームの作成 

⑤毎年 1 回の視察研修旅行を実施 

 

ブロック塀診断士部   

員構成 

部長：綱島 正利  

副部長：野村 幸一 

部員：小林 裕子・小林 義幸・畑中 伸竹 

 

2020 年度計画及び継続計画等の目標に対ブロック塀診断士部会にて検討し理事会に提出・承認申請を行う 

      2020 年 10 月 8 日 首都圏エクステリア協会 ブロック塀診断士部会  綱島 正利 




